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1 年生の部活動も本入部となり、目をキラキラさせながら緊張した面

持ちで活動をはじめました。5 月 2 日には、部活動保護者会を開催しま

したが、たくさんの保護者のご来校ありがとうございました。 

私も 30 数年前、若かりしい頃、顧問として部活動に夢中でした。週

休 1 日の時代。自分が学生時代もそうであったように、土曜は、半ドン

といって、午前中授業、午後部活。当然日曜は、練習試合等で 1 日中部

活動の時代でした。ゴールデンウィークとなればここぞとばかりに練習試合を組み、夏休みとなれば

40 日のうち 30 日以上を部活に費やし、元旦マラソンをやっていた頃もありました。部員も、50 人

以上いました。そもそも、夏の大会の県大会は、8 月のお盆近辺で行われる時代でしたので、休む間も

ありませんでした。今思えば、生徒はいい迷惑だったでしょう。それでも、生徒とともに苦楽を共にし

て得る満足感や達成感が、自分を突き動かしていたように思います。しかし、生徒にとってはどうだっ

たんだろうか。成長につなげることはできたのだろうか。みんな元気で頑張っているかなあ。そんなこ

とを思う今日この頃です。 

部活動改革の動きは、こうした教師の過酷な労働環境（教師のありえない常識）が問題にされ、少子

化問題や教師の専門性の不足もあいまって、これまでと同様に学校で部活動を実施することが疑問視さ

れていることが発端です。そこで提言されているのが「部活動の地域移行」です。実は、このような部

活動を「学校から地域へ」という問題は、目新しいものではなく、今から 50 年ほど前と 25 年ほど前

にも同様の動きがありました。しかし、それらは絵に描いた餅であり、結局、教師による“子供の成長

のために”という「使命感」や「義務感」、「ボランティア精神」といったものに頼り存続してきたわけ

です。部活動が、教師の長時間労働の一因としてやり玉に挙げられるのはこうした背景があるからです。 

先日 4 月 26 日、スポーツ庁が第 6 回運動部活動の地域移行に関する検討会議を開き、「少子化の中、

将来にわたり子供たちがスポーツに親しめる機会の確保に向けて」提言案を公表しました。（もちろん

案なので、決定でもなく、まだ提言すら出ていません）その内容は、少子化の進展による生徒数や教師

数の大幅減と、運動部指導に従事する教師の負担増を指摘し、改革の方向性は「地域におけるスポーツ

機会の確保」「生徒の多様なニーズに合った活動機会の充実」「地域スポーツの振興」をあげ、休日の運

動部活動から段階的に地域移行し、ゆくゆくは、平日も地域移行していくことを示唆しています。 

具体的には、①令和 5 年度から令和 7 年度末をめどに、休日の運動部活動を段階的に地域に移行す

る。②学習指導要領における部活動の位置づけを見直す。③地域スポーツ団体等の全国中学校体育大会

への参加を承認する。などとなっています。これらは、同時に、学校の部活動に代わる受け皿として、

地域スポーツクラブ等の充実が不可欠になることを意味します。まだまだ、検討段階の情報ですが、国 

の「働き方改革」「部活動改革」の波は、待ったなしの状況です。・・・・・・悩みます。 
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学校教育目標 

◎学び合う生徒 

◎考えて行動できる生徒 

◎高め合う生徒 

      

 

 

目指す学校の姿   誰もが安心して学校生活を送り、誰もが成長を実感し、地域とともにある狭山台中学校 

令和 4年度 
校訓 信頼 努力 協同 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

コロナ禍で実施できなかった土曜日の学校公開を再開します。

昨年度まで、保護者の方々に生徒の活動を見ていただく機会がほ

とんどなく、心痛めていましたが、制限がかかっていない今、貴

重な機会ととらえ公開に踏み切ることにしました。ただし、未だ

県内の感染者数は、決して少なくなく、ゴールデンウィーク明け

でもありますので、感染拡大には十分な注意が必要です。以下の

点に注意してご来校ください。※3 度目の予防接種をしていることが望ましい。 

①マスクは正しく着用する。 

②校舎内に入るときは、検温と手指消毒を行う。 

③教室内の密を避ける。（1度に教室に入るのは 4名程度で） 

④校舎内での大きな声での会話はしない。 

⑤1週間ほど前から健康チェックをし、発熱や風邪症状がみら     

れるときは、絶対に来校しない。ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

右の写真は、生徒会本部役員による朝の挨拶運動です。朝練習の

ない月曜日に活動してくれています。3 月には、ウクライナ支援

募金を実施してくれて、埼玉新聞でも大きく取り上げていただき

ました。それがご縁で、５/１４(土)午後に入間市立東金子中学

校が来校して生徒会交流会を開催し、意見交換をすると聞いてい

ます。初めての試みです。どんどん挑戦してみて欲しいです！ 

学校行事・授業関係等　予定　

1 日

2 月 部活動保護者会　　PTA総会（紙上）

3 火 憲法記念日

4 水 みどりの日

5 木 こどもの日

6 金 5時間授業　交通安全教室　2者面談①

7 土

8 日

9 月

10 火 木曜日課　埼玉県学力学習状況調査　

11 水 5時間授業　内科検診　2者面談②　

12 木 火曜日課　生徒朝会　専門委員会

13 金 5時間授業　2者面談③

14 土 学校公開日　生徒会本部交流会（午後）

15 日

16 月

17 火 5時間授業　学校朝会　　2者面談④

18 水 お弁当の日　5時間授業(1年生）小中連絡会

19 木 5時間授業　歯科健診　2者面談⑤

20 金 心電図(1年生）　専門委員会

21 土 通信陸上大会（狭山台中にて）市PTA定期総会

22 日 諸活動停止 通信陸上大会予備日

23 月 諸活動停止　

24 火 諸活動停止  　夏服販売

25 水 諸活動停止　朝PTA集金　学校運営協議会

26 木 諸活動停止

27 金 中間テスト1日目

28 土

29 日

30 月 中間テスト2日目　教育実習開始

31 火 生徒朝会（団抽選)※実習生紹介

5月

校長のつぶやき  「朝練習を無くす予定です」 

 これまで、部活動のほとんどは、勤務時間外の活動でした。朝は35分間の練習のために、勤務開

始時刻の1時間前には出勤し、午後も６：００下校と設定しておきながら、1時間15分の時間外の

勤務が常態化。そこから、その日の事務処理や翌日の授業のための準備や確認をするという教師が

ほとんどでした。そのため、1日4時間以上の時間外勤務をしている教師も多く、これを1か月続け

て、さらに土日の部活動を考えれば、国が定める80時間という過労死ラインを突破する教師はたく

さんいます。それらを、教師は、必要な時間と考えており、仕事の絶対量が変わり、教員の意識が

変わらない限り解決することはありません。 

 そこで、私は、まず朝練習を廃止することを職員に提案しました。最終的には、学校運営協議会

（地域、保護者等によって組織された学校運営組織）の承認を得なくてはなりませんが、方向性と

しては、今後教職員による朝練習は無くさざるを得ないでしょう。その分、部活動では、短時間で

無駄のない、質の高い練習が必要となってくるとも考えています。 

私は、部活動が大好きです。自分も部活動の中で鍛えられてきたように思います。部活動を通じて

学ぶことは、非常に多いことも分かっています。ですが、部活動改革についてはどこかで決断しなくて

はなりません。苦しい決断です。ご理解とご協力をお願いしますとともに、ご意見等がありましたら校

長小山までご連絡をいただきたいと思います。ご意見をお聞きしたいです。よろしくお願いします。 
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５/14土曜学校公開を再開します 

台中生徒会本部 がんばってます！ 

活動中！ 


